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本論「第一章」
　書法編・ 「寶墨軒本智永草書千字文」からの筆意考証の続き「
二」 、 「寶墨軒本智永草書千字文」の筆意の研究
（３） 、寶墨軒本智永草書千字文の転折部分の研究挿図・４「智永千字文・ （寶墨軒本） 」 （４）をみる。
第六十行目の第一文字目の「容」の文字をみる。第一画目の点は、側筆四十五度のまま大きく筆を開き、第二画目は起筆
四十五度のまましっかりと筆を開き、大きな孤を描くように運んでいる。右肩の転折箇所では、筆の運びを一旦止めないでそのまま弧を描くように左下部方向に力を抜 切っている。その後はテンポ良く、直線的な運びとなっている。
第二文字目の「止」の文字をみる。第一画目は落筆高く、大きく空気を包み込むかのように真下方向から右上部、そして
左上部方向へと転折箇所では、筆の運びを止めないで弧を描くように力を抜いて っている。第二画目の点は、第一画目の力の余韻を受け、発筆高く入り、一旦筆を大きく いてから右下部方向
第三文字目の「若」の文字をみる。第一画目の点は、起筆四十五度のまま筆を被せるかのように蔵鋒気味に入った後、入
った筆を被せるかのように右上部方向に筆を閉じながら力を抜 ていっている。第二画目 、第一画目で 働いた力を引き戻すかのように起筆四十五度で入った筆を左下部方向に力強 運び 左下部で当たってからはテンポ良く回転運動に入っていっている。二度当たってからの回転運動は、筆の運びは止めず、そのまま くような動きをとっている。
第四文字目の「思」の をみる。第一画目は、閉じていた筆を真下方向に除々に開きながら運んでいき、下部で当た
り筆を一旦沈めて ら、その力を弾き出すように第二画目に送っている。その為右肩の転折箇所は、一旦筆を止めずに大き
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く回転運動していっている。田部の横画を引き一旦筆を沈めてから上部に吊り上げ当たってから真下方向に力を抜いている。最終画は、側筆のまま閉じていた筆をパッと開き静かに抜いていっている。
第五文字目の「言」の文字をみる。第一画目の点は、筆を一気に開き第二画目の方向に開いた筆を閉じていっている。第
二画目は、同じく側筆のま 深く力を沈めた後、その力を利用し弾き出すように左下部方向へ。しっかりと受け止め深くを沈めた後、右上部方向へ運び、当たっ から左下部方向へ。当たってから軽や 右回転しながら力が抜け切っている。
第六文字目の「辭」の文字をみる。第一画目の点は、側筆四十五度のまま力深く打ち込み、第二画目 向け開いた筆を
閉じていっている。第二画目の点も深く力を沈め る。第三画目は、第二画目の点からの力を受け、蔵鋒で強く当たり一旦深く力を沈め から、右上部方向に を閉じながら運び右上 で当たり大 く筆を開いてから、 側へと跳ね出 ている。第四画目は起筆で一旦、力を沈め、そ 力を弾き出すように回転運動に入っていく。右肩での転折箇所は、第一画目 の力の深い沈みからの、それを弾き出す力を次々 受け止まることなく運んでいっている。
第六文字目の「安」の文字をみる。 一画目の起筆は、側筆四十五度のままトンと筆を大きく開き力を深く沈めた後、そ
の力を弾き出すように筆を閉じながら右上部方向に運んでい 回転してい 。第二画目は、その力を受け起筆では蔵鋒で一度当たり力を沈めてから左下部方向に抜 ていっている。第三画目の起筆は、発筆高く入り一気に筆を開き徐々に閉じながら回転運動に入っていく。右肩の転折部分は止めずにそのまま大きく回転し力を抜ききって る。第一画目の起筆部分深い力の沈みにより、その弾き出す力 次画、次画へと送っていき最終 の大きな回転運動へと結びつ ていく。
第七文字目の「定」の文字をみる。第一画目の点は、落筆高く筆を被せるように 気に筆を開き右下部方向に力を抜いて
いっている。第二画目も発筆高く入り起筆四十五度 トンと筆 開い から 右 運動へと入 く 右肩では筆を止めていない 三 起 は、側筆のままトンと筆を置き 押し上げ 。第四画目は、起筆で筆をトンと開いてから左下部方向に閉じていき そのま 止めずに右横方向に力を押し出し止めている。
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第九文字目の「篤」の文字をみる。第一画目は、起筆四十五度で一気に筆を開きそのまま右上部方向に運んでいき収筆
四十五度で止めている。第二画目は、発筆高く左下部で当たり掬うように右上部方向に跳ね上げている。第三画目は、その力を受け起筆 筆を沈めてから左下部方向に徐々に力を抜いていき、下部で強く当たり深く力を沈め から筆を開いたまま右上部に運んでいき、右上部でしっかりと当ってから筆を閉じ左下部で当り筆が開き、またその反動で右に当たり、左に当たり、回転運動に入っていく。最終画の点は、し かりと 開き打っている。第三画目の左下部での力の深い沈みによって、弾き出される力を利用し 肩の回転運動が成され きている。
第十文字目の「初」の文字をみる。第一画目は、仰ぐように点を打ち大きく開いた筆を左下部方向に閉じながら跳ね出し
ている。第二画目は、側筆 トンと起き開いた後 多少閉じながら右上 方向へ運んでいる。右上部で当たった後、左下部方向へ運んでいきしっかりと 外側を回り第三画目、閉じて た筆を静かに真下方向に運び下部で深く沈め 四 落 高く一気に 開き深く力を沈めてから左下部方向に抜い き、大きく外側を回り第五画目へと入っていく。第五画目は、 を閉じたまま 転折箇所 止まらず回転していって る。最終画は、起筆で開いた筆を軽やかに左下部方向に抜いていっている。第四画目で い の が、その力を弾き出す力によって次 の右肩回転運動への要因となっ く
以上、第六十行目の「容」字から「初」字までの十文字を検証したが、共通して言えるのが、各文字の中で必ず一度は力
を深く沈め、その力 弾き出す力を利用し右肩での転折箇所 旦止めずに回 運動させいることが確認出来た。この様な智永独自のリズムと呼吸は、千字文全体を通 ても多々確認出来 の 、以下 も示す。挿図・５「智永千字文・ （寶墨軒本）文字比較表」 （１）をみる。
遠心的で文字の外側に張っている。文字の中の空間が張って内側から外側に押し出すような力が働いてい
国構えの文字をみる。
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① 　２２
―
２「國」の文字をみる。第二十二行目の第二文字目にあたる。第一画目は、閉じていた筆を左下部方向へ押し出
すように開いていき、次に開いている筆を右下部方向に閉じながら力を抜いていっている。第二画目へは、外側を回り起筆四十五度でトンと筆を一気 き、力を十分に深く沈めてからその弾き出す力を利用し筆を閉じながら回転運動していく。右肩の転折箇所は一旦止めず そのまま回転してい 。起筆での深い沈みが文字の外側への強い押し出しに繋がっていく。
② 　９０
―
３「圖」の文字をみる。第九十行目の第三文字目にあたる。第一画目は、閉じていた筆を左下部方向へ押し出す
ように開 ていき、線 中程 る筆を右横方向に閉じながら力を抜いていき、収筆は右上部方向に力 抜いていっている。外側に飛び出そうとした筆の力を内側へ引き戻そうとする力がここでは働 て る。第二画目は、第一画目で深く沈んだ力を弾き出すように、起筆からさほど筆を開かず大きく 書き進めて る。右肩の転折箇所は筆を止めずに回転運動をしている。
③ 　１１８
―
３「困」の文字をみる。第一一八行目の第三文字目にあたる。第一画目は、閉じていた筆を左下部方向へ少々
押し出すように開い き、左下部で当たり右下部方向に筆 開いたまま収筆をむかえ る 第二画目は 第一画目の下部方向へ働く力を引き戻す 受け、起筆部分で深く力が加わった後、その力を引き出すように大きく回転運動していっている。右肩の転折箇所では一旦止めることはしていない。
④ 　１５４
―
７「園」の文字をみる。第一五四行目の第七文字目にあたる。第一画目は、落筆高く閉じていた筆が左外側に
押し出すように筆を開いていき送筆中央部分で筆が開ききった後、右下部方向に力 抜いていっている。その後、右側を大きく旋回し第二画目の起筆部分で発 高くトンと蔵鋒気味に深く力が加わり、その 弾き出すように徐々に筆を閉じながら大きな 転運動へと入ってい 。右肩の転折箇所では筆を止めずに回転運動をしている。以上、千字文中の国構えの文字「國」 、 「圖」 、 「困」 、 「園」の四文字のクニガマエを検証した。共に遠心的で文字の外 に
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力が張っていることが確認できた。文字の中の空間が張って内側から外側に押し出すような力が働いていると考える。
次に、門構えの文字をみる。
① 　１４
―
１、第十四行目の第一文字目の「闕」の文字をみる。第一画目は、起筆四十五度で筆をトンと起き、その加わっ
た力を弾き出す力をもって半円運動に入っていく。右肩箇所では筆を止めずに運んでいっている。その為遠心的に外側へ押し出されるような が働い きてい 第一画目と第二画目以降との大きな空間が張り出し 外側に向かって押し出すような感が生み出されてくる。
② 　２４
―
７、第二十四行目の第七文字目の「問」の文字をみる。第一画目は、落筆高く蔵鋒で筆を深く沈め、その沈めた
力を弾き出すように半円運動をしている。右肩箇所では筆を止めずに運んでいる。半円運動により生み された内側の大きな空間は、外側に向かって押し ような力が働いてきており、より意味のある空間へと醸し出されていく。遠心的な力の働きにより空間が生きてくる、智永独自の間である。
③ 　１５０
―
１、第一五〇行目の第一文字目の「閑」の文字をみる。第一画目の起筆は、四十五度のまま筆を一気に大きく
開き力を深く沈めてから徐々に筆を閉じながら運んで き、 では止まらずに左下部方向に折り返している。起筆で深く沈めた 弾き出すように 第三・四・五・六画目へ力を送り出している。
④ 　１２８
―
６、第一二八行目の第六文字 「門」の文字をみる。モンガマエは一画だけだが、その線の中にも働きがあ
る。起筆はかなり落筆が高く、筆 左下部方向に蔵鋒ぎみに深く 沈めた後、その力を弾きだすように筆を閉じながら右回転運動をしている。右肩は筆を止めずに運んでいる。内側の空気を外側に弾き出すような力を働かせている。収筆部分は左横方向に力を抜き っている。大きな遠心的な運動が確認できる。
⑤ 　２００
―
８、第二〇〇行目の第八文字目の「聞」の をみる。第一画目の起筆は、四十五度でズバッと筆を開き力を
深く沈めてからその力を弾き出すように右回転運動をしていく。右肩箇所は筆を止めずに運んでいる。外側へ張るような
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遠心的な働きが確認できる。第一画目で開いた筆を徐々に閉じながら回転し、収筆では左下部方向に力が抜けきっている。第二画目では、その力を受け充実した運びをしている。以上、門構えの文字「闕」 、 「問」 、 「閑」 、 「門」 、 「聞」の合計五文字のモンガマエを検証した。 「閑」字では、かなり大き
く筆を開いたまま運んでいっているが、他四文字と共に遠心的で文字の外側に力が張っていることが確認できた。文字の中の空間が張って内側から外側に押し出すような力が働いていると考える。
同じ様な力の働きが他の文字でも確認できるので以下、よりはっきりした例を挙げて検証していく。
挿図・５「智永千字文・ （寶墨軒本）文字比較表」 （１）をみる。① 　６６
―
２、第六十六行目の第二文字目の「政」の文字をみる。第一画目は起筆から一気に筆を開き側筆四十五度のまま
右上部で当たり、力を深く沈めてから左下部方向へとその力を利用し押し出 っている。その後左下部で当たり右上部方向に跳ね出した後、その動きを受けるように第二画目。一旦左で留まり軽やかに右上部へと運んでいく。その動きは外側へ張るように遠心的な運びで、軽やかに左下部方向に折り返してきている。最終画は、静かに収めている。第一画目の起筆で直ぐに深く沈め 力を押し出すように第二・三画目へと次々に 送り出してい その為、文字の中の空間が外側へ向けて張り出すよう 働きをしている。
② 　８８
―
５、第八十八行目の第五文字目の「宮」の文字をみる。第一画目の点は、側筆四十五度のまましっ りと打ち、
左下部方向に抜いていった力を第二画目の起筆蔵鋒で受け、深く力を沈めてから 押し すように右回転運動に入っていく。右肩箇所では止めず運んでいる。第三画目は 筆 開く・閉じる・開くの運動。第四画目は、上下の動き ら生まれた回転運動。最終画 呼吸長く点を打っている。文字の内部の空間は、外側 向かって張り出すような遠心的な働きがある。
③ 　９４
―
９、第九十四行目の第九文字目の「納」 文字をみる。第一画目起筆からの右上部での当たりの動きの中で力を
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深く沈め、その力を押し出すように左下部方向へと運び、当ってから筆を閉じながら大きな回転運動をしていく。上部方向へ吊り上げていく も強く、それを受け第二画目は真下方向に筆を開き強く力を働かせている。下部で当たった後、右方向に運び静かに左下部方向へ筆を閉じていっている。文字の内部の空間は、外側へ弾き出されるような働き る
④ 　１０４
―
３、第一〇四行目の第三文字目の「冠」の文字をみる。第一画目は発筆高く、起筆を蔵鋒で深く力を沈め、そ
の力を押し出すように徐々に筆を閉じながら右半円運動に入っていく。右肩箇所は止めずに大きく半円を描くように力送っている。第二画目以降とおの空間を大き とり、その空気を外側に押し出すような遠心的な が いてい 。
⑤ 　１１０
―
９、第一一〇行目の第九文字 「曲」の文字をみる。第一画目の起筆は発筆高く露鋒のまま入り左外側へ押
し出すように力を深く沈めていき、右下部で当たってか 深く沈んだ力 押し出すように大き 右回転運動に入っ く一回転して筆が閉じきってから中の横画に入っていくが一気に筆を開 ていっている。収筆四十五度で止めた後、第二画目は発筆高く打ち込み筆 開いて運び、最終画は一直線に力を抜いていっている。第一画目 下 を少し突 抜けていっているのは、次々に送り出された外側へ向かっての張り出す力の延長か。
⑥ 　１１２
―
１０、第一一二行目の第十文字目の「弱」の文字をみる。第一画 起筆で側筆四十五度のまま入り、そのま
ま右上部で当たり力を深 沈めた後、その力を押し出すように次へ次へと力を送っていっ る。当たる、回転運動、当たる、回転運動と内側から外側へ空気を押し出すような遠心的な働きをしている。
⑦ 　１２８
―
４、第一二八行目の 四文字目の「亭」の文字をみる。 一画目の点は、側筆四十五度のまま閉じていた を
大きく開き力を沈め右下部方向に力を抜いていっている。第二画目は起筆四十五度でトンと筆が入 た後、右上部方向に運んでいき右上部でしっかり 当たった後、左下部方向に強く跳ね出していっている。それ 受け第三画目の起筆は蔵鋒で受け右上部で折り返した後、二回転運動へと入っ く。グルグルと大きな遠心的な回転運動である 第一画目での深く沈めた力を押し出すように次画 次画へと は送り出され、大きな遠心的 運びへと繋がっていく。文字の内側から外
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側へと力は放たれている。
⑧ 　１８０
―
４、第一八〇行目の第四文字目の「要」の文字をみる。第一画目は、起筆四十五度で入った後、力を十分に
加えながら運び右上部で当たる。そのまま左下部方向へ運び左下部でしっかりと当たり力を深く沈めている。その沈めた力を押し出すように開いた筆を閉じながら右回転運動をしていく。第二画目の縦画は、前回転運動を起筆にて蔵鋒で受け、下部方向に軽やかに力を送っている。第三画目は、落筆高く露鋒のまましなやかに入 大きな に入っ く 第一画目の右上部、左下部での の深 沈みから押し出された力により次々へと回転運動が繰り出されている。文字の中の空間も外側へ弾き出される な遠心的な運びが確認できる。以上、文字の内 の空間が外側へ押し出されるような力の働 を検証してきた。例に挙げたど 文字をとってみても、一
文字の中のどこかで必ず力を深く沈めており、その力を押し出す力によって次画へと次々に力を送り出していることが確認できた。「三」 、 「寶墨軒本智永草書千字文」の連綿の研究
寶墨軒本智永草書千字文は単体の草書を原則として構成されているが、全体の中 四箇所だけ二文字が連綿 ている箇所
が確認できる。一箇所目は、最初から第二〇一・二文字目「景行維賢。 」の「景行」の二文字。二箇所目は、第二二一・二文字目の「川流不息。 」の「不息」の二文字。三箇所目は、最初から第一二四・九文字目「九州禹跡。 」の「九州」の二文字。四箇所目は、第九九〇・ 文字 の「愚蒙等誚。謂語助者。 」の「誚謂」の二文字である。こ 合計四箇所の連綿箇所を検証する。（１） 、挿図・６「智永千字文・ （寶墨軒本）連綿箇所比較」 （１）をみる。① 　４４
―
１・２、第四十四行目の一・二文字目「景行維賢。 」の「景行」の二文字を検証する。 「景行」の二文字は、連綿
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している。 「景」の文字の第一画目の起筆は、落筆高く一気に筆を開き深く力を加え、右上部で当たってから直ぐに力を抜きながら左下方向へと運んでいる。第二画目の点は、第一画目の収筆で抜けた 受け 一気に起筆から深く力を加え収筆で力を抜 ていっている。第三画目の横画は、多少上部へ力を張るように大き 運び右側で当たってから左下部に力を押し返すように力強く跳ね出している。そ 力を受け止めるように、第四画目の起筆は蔵鋒で当たり、入った筆を被せるように弾き出しその後は軽やかに運んでいく。第五 目の点は、遠く上部から入った筆で深く力を加え、その為を利用し次画へと強く弾き出す。その力を受け最終画 点は、大きく仰ぐような運びの中しっかりと前画からの力を受け止め深く力を沈めている。そして「行」字へと連綿 く 「景」字の最終画での深い力の加わりから、弾き出すように強い連綿線へと入 。開いていた筆が一旦閉じ細くとも強靭な線で連綿していき、 「行」字 一 へ 入っていく。閉じていた筆が段々と強く 、左下部で強く当たり深く力が加わる。そ 為 反動で旁 分へと弾き出し、右上部で強く受け 力ひと揺れしながらも右側へ力を張りながら除々に深く力が加わりながら運んでいき収筆 向け力を抜いっている。
② 　５８
―
５・６、第五十八行目の五・六文字目の「川流不息。 」の「不息」の二文字を検証する。 「不息」の二文字は、連
綿している。 「不」の文字の第一画目の点は、外側へ力を押し出すように深く力を え左下方向に跳ね出している。第二画目は、その力を受け伏すように 加え、第三画目は 第一・二画目で働いた左側への力を押し返す に右上方向強く跳ね上げ 力は深 。第四画目は、第三画目から働く大きな力をしっかりと受け止め右 深く力がかかっている。十分に力が加わってから、今度は入った筆を被せる様に一旦筆を左上方向 持ち上げながら次 「息」字 第一画目へと強く連 く 字の第四画目の深く加わっ 失われていたならば、 「息」字、又この連綿の強さと張りは表れてこない。 「息」字の第一画目は、 「不」字からの細 けれども強靭な連綿線の後 そのまま 一 へと入っていく。連綿部分で閉じていた筆が除々にと開いていき、左下部でしっかりと当たっている。その反動 右回転の後、
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中での二画の引っかけはテキパキと運んでいる。最終画は、この二文字の連綿の動きを落ち着かせるが如く力を静かに抜いていっている。
③ 　１２４
―
９・１０、第一二四行目の九・一〇文字目「九州禹跡。 」の「九州」の二文字を検証する。 「九州」の二文字は、
連綿して る。 「九」の文字の第一画目の起筆は、露鋒のまま軽やかに入り真下方向に徐々に筆を開きながら、途中左下方向に曲がり開いた筆を閉じながら力を抜いていく。第二画目の起筆は露鋒のまま入りグッと力を加えながら右上部方向に運んでいき右肩で四十五で当たってから左下部方向「に く 左下部で当たってから右方向へ運び収筆はしっかりと右側四十五度で当たっている。これまでの動きから「九」字の収筆でためた力を弾き出すよう 、収筆時開いていた筆を一気 閉じて「州」字に向け連綿していく。連綿線は、筆が閉じ細くても強く繋がっている。連綿時 閉じていたが「州」字の起筆ではトンと一気に開き、真下方向に筆 開 たまま運んでいく。下部で当たり力をためた後 左上部方向へ筆を閉じながら び左上部 後は、右回転運動へと入っていく。右一回転目で力を くわえ、最終筆の半回転では大きな運びで力を抜い っている。
④ 　２０２ー１・２、第二〇二行目の一・二文字目の「愚蒙等誚。謂語助者。 」の「誚謂」の二文字を検証する。 「誚謂」の
二文字は、連綿している。 「誚」の文字の第一画目は、閉じていた筆が高い位置から入り 左側に力を張りながら段々と力を加えながら下部 と運び、下部で当たってからその反動で旁に向かって跳ね上げている。第二画目は、これも落筆高く入り下部へと直線 運んだ後、左上方向に強く押し上げ、左点へと移っていく。左点では左下方向に深 加えた後、入った筆を被せるように右点 向かって強く運んでいる。右点で力が深く加わ た後、左下方向への斜画は強く運び左下部で強 当たっている。その反動で右回転するが、開い いた筆が閉じ、また開きそして閉じと上下の動きがイキイキとしている。最後は一度巻いて当たっているが 深く力が加わっている。鋒が落ち着 所で一気に「謂」 文字へと連綿していくが、この連綿の筆が大変よく効い 誚」字の最終筆部分からの強 弾き出し 後、一旦 は多少閉じ、
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「謂」字の第一画目へと入っていく。一旦閉じた筆は、段々と開きながらも力が加わっていき左下部で強く当たっている。その左下部での当たりは強く深く力が加わっており、その反動で旁への右回転へと入っていく。以上、四箇所での連綿を検証した結果、只だらだらと筆を意味なく続けているのではなく、筆の閉じ開きと上下の動きに
よって実によく効いた連綿線を生み出してきていることが確認できた。「第二章
」
日本近代大家千字文考証日本近代大家の千字文
日本近代大家（日下部鳴鶴・比田井天来・川谷尚亭）の千字文検証。
平成二十年、空海十八歳前後の筆「破体千字文」の出現「伝空海筆『破体千字文』考」上・下（ 『修美』
一〇〇・一〇一・、二〇〇八年二・六月）飯島太千雄先生の発表があり、千字文研究もおおいに湧いている。この件は空海研究のみならず、千字文研究にも多大な影響を与えて る。学書において絶対とされ千字文を日本近代大家の千字文から考えていきたい。対象は、明治の三大家の一人 日下部鳴鶴、初代芸術院会員・比田井天来、雷竹門の麒麟児・川谷尚亭。この三者から検証する。近代の日本では千字文がどのように受けとめられているのか。大家の作品と先行研究から考察す
日下部鳴鶴・天保九年八月 八 （一 三八）～大正十一年一月二七日（一九二二）は明治時代の書家。本名は東作。字
は子暘。別号に東嶼、翠雨、野鶴 老鶴 鶴叟などがある。巌谷一六・中林悟竹と共に明治の三 と定説化されてきている。中国六朝時代の書法 影響を多大に受けており、江戸期までの和様書法から唐様書法へと、日本の書法にルネッサンスを興した。更に、数多くの弟子を育成。現在でも彼の流派を受け継ぐ書道家は極 て多い。鳴鶴 流派は鶴門と呼ばれ、その門下生は三千人を えたと伝わ また揮毫した碑は千基とも言われる。現在でも石碑の数では、鳴鶴を超える人
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物はいない。一八三八年、彦根藩士・田中惣右衛門の次男として生まれる。初名は八十八、のちに東作と改める。一八五九年、二十二歳時に同じ彦根藩士・日下部三郎右衛門の養子となる。しかし一八六〇年、藩主井伊直弼が桜田門外で暗殺されたため禄は大幅に減り生活は困窮した。その後、上京、書道研究に専念する。明治維新後 新政府に徴用され太政官に勤める。内閣大書記官と る しかし、当時の上司大久保利通が紀尾井坂の変で暗殺さ たことを機に退官。書道 更に専念する。特定の人物に師事してはいない。しか 二十代時には、既に亡くなっていた貫名菘翁の書に傾倒しており、四十代時には、来日してい 楊守敬のもとで碑学、六朝書 篆隷の研究を行っている。そ 後は中国書法 研究 すすめ六朝 を基盤に独自の書風を確立し多く 弟子を育てることとなる また中国に渡航し碑文研究を深め と同時に呉昌碩等の文人と交流している。その一方で碑文の揮毫や雑誌の刊行、等に努めた。一九二二年 八五歳でその生涯を閉じ 鶴門の四天王といわれる渡邉沙鴎・近藤雪竹・丹羽海鶴・比田井天来を代表として数多くの門人を輩出した。「鳴鶴先生叢話」井原録之助編・昭文堂発行（大正十四年）の中に、 「智永」に関する記述が確認できるので以下に示す。
「鳴鶴先生叢話智永退筆成山鐵限穿。一樓靜坐卅餘年 晋賢爲祖唐爲子。正法眼傅文字禪。 」という智永に関する記述が確認でき 智永の勉強の凄さと正しさを記している。
また、 「八稜研齋随録」 （日本書道教育学会）に「寳墨軒眞草千字文」の記述が確認できるので以下に示す。
「激素飛淸閣模刻古碑 　十七冊望堂金石文字 　賓臣題籖宜都楊氏模刻 　右二種黄遵憲所蔵楊惺軒吾平帖稿
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寳墨軒眞草千字文相傅王文成。破宸濠所得。有朱之審孫承澤等跋。劉光暘。摸刻。中有缺字。筆草意不爽豪髪。勝近拓關中本十倍。其草書直逼十七帖。眞無上鴻寳也。張懐
瓘
稱。永師夷途良轡大海安波。氣調下于歐虞。勢精過于羊薄。於斯畢見。虞蹟今不知存否。
拓本亦不多覯 余僅見二本。自藏一本。屬南海倫夢臣五常、購一本。竊謂此帖國初始刻。又佳妙如此 談藝家多不道及。唯覯妙齋戴之。近日知之者逾鮮。未知原石今在何虞。尙無恙否 又知永興書法所自。 」という寳墨軒眞草千字文に関する記述が確認できる。朱印、孫承澤等の跋文等、劉光暘による摸刻、中の欠字など拓本の詳細な状態を記す中で、 「 真 の草書の筆意はすっきりせずに豪快な髪のようで、近拓関中本よりも素晴らしく、十七帖に迫っている。 」と評している。楊守敬とのやりとりの中で、守敬の信じてい 事柄の紹介を交え、その大切さを記している。
また、 「書訣」池田常太郎編纂・岡添虎太郎発行・文會堂書店（大正六年十二月）の中に、 「書史第二・二十四 　楷草千字
文
―
陳、智永書」というに記述が確認できるので以下に示す。
「書訣書史第二二十四 　楷草千字文
―
陳、智永書
退筆成山鐡限穿 　一樓靜坐卅餘年 　晉賢爲祖唐爲子 　正法眼傅文字禪 　智永（陳人）智永、字は法極、王義之七世の孫で、第五子徽之の後である、兄 考賓と共に、家を捨てゝ道に入り、遠く祖風を繼いで學に没頭した人で、晉を祖となし、唐を子 した文字禪であるが 憾むらくは、其の眞訣が今日に傅 つて居ない、智永の書としては、僅かに「眞草千文字」があるのみである。本書に收む 所の拓本は明の寧王府 舊藏に係るもので、宸濠の變に當り、王陽明が 亂を定め 宮中に入りて持ち歸り、甚だ珍重を加へ、知心の友に非ざれば肯て一見 許さず、陽和の文
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恭公毎に陽明に從て學を講じ、時に借覧することを得、驚いて稀世の寶墨と爲す、後ち陽明が館を損るに及んで、厚價を以て之を購ひ、一軒を築 寳墨と顏し、什襲珍蔵、四世に至る、事は載せて郡志に詳かである、徐渭、朱之蕃、孫承澤諸家の跋もあつたが、今は缺けて惜むべきことである。鳴鶴翁甞て楊守敬より此帖を獲るや、守敬曰く 此の帖國初に於て眞蹟より模刻し、精功を極めし者 、觀薜氏本の 數次飜刻を經たる、無氣力無精神 者に較べ、日を同うして語るべからず、學者此書を翫味して、永師が大海の穩波、途の良轡の妙諦を解せば、自ら虞書用筆の由來する所を知らん 又帖中處々字の右傍に朱點あるは 楊氏 「楷法溯源」を著はす時 其 師潘孺初が、佳字を選んで朱點 施した者で 溯源書中に 皆採録した文字であると云つて居たさうな。（考）
眞草千字文（智永書） 　梁の武帝、王羲之の遺言を得、殷鐵石をして一千字を搨せしむ、毎字一紙、雜碎にして次序なか
りしを、散騎侍郎周興嗣に命じ、次し 韻語となさしむ、一夕にして之を成し、鬚鬢悉く白し、謂ふ心力此に極れりと 當時甚だ之 重んず、詔して蕭子雲をして進寫せしむ、後世書を以て名ある者は、率ね千字を作 ことゝなれり、智永は羲之七世の孫に て 家法を傳へ、隋唐書 學ぶものゝ宗匠たり、吳興の永欣寺に住す 樓に登て下らざる事四十餘年 積年臨書の千字文、八百本を得て 江東の諸寺に各一本を施し 退くる所の筆頭は一石餘も入るべき大竹簏五個にに滿つ、取て之を瘞め、退筆塚と號す、書を求むる者市の如く、居る所 戸限之が爲に穴 穿つ 至 、乃ち鐵葉を以て之を裹みて、鐵門限と謂ふ、長安崔氏が藏 る所の千文、眞迹最も佳なり、大觀巳丑、樂案の薛嗣昌、工に命じ石に刊して之 漕司南廳に置けり。一は眞行にして、一は行草の二種あり、 「海嶽名言」に云ふ 智永臨千文は、秀潤圓勁 八面倶に備はる、眞迹あり「顚沛」の字より起る、唐林夫の處に在り、他人收むる所之に及ばずと。 」という智永眞草千字文に関する記述が確認できる。扱う拓本 ついては、明寧王府旧蔵本を掲載し、楊守敬の云う朱點の経緯まで触れている また智永 纏わるエピソードも紹介している。原拓や法帖蒐集につとめた鳴鶴先生の鑑識の凄さが窺え
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る。
挿図・７の「日下部鳴鶴書三體千字文」の写真版は、 「三體千字文」田中宋栄堂印刷兼發行（昭和三年十二月）から掲載
した。日下部鳴鶴先生の臨書は、純羊毫長鋒筆による廻腕法（筆管に指五本をかけ、円く腕を懸げ、直筆で腕ごと大きく運ぶ方）で書かれている。楊守敬の来日により鳴鶴の書は一転して、純羊毫長鋒筆による廻腕法に徹することとなる。三体（楷書・行書・草書）の細字とはいえ、歯切れよく暢びやかで、尚且つじっくりと線は引かれ浮ついた箇所などなく、奥行きの深い線で引かれている。千字文は長丁場である。ましては三体。鳴鶴の 運は、一つの誤魔化しもなく丁寧に運ん いる。鳴鶴の厳然たる執筆態度に学ぶところは大きい。
比田井天来・明治五年一月二十三日（一八七二）～昭和十四年一月四日（一九三九） 、長野県出身。本名・鴻。その活動
は近代日本の書道界において新境地であった され、 「現代書道の父」と称される。明治五年（一八七二）長野県北佐久郡協和村片倉で誕生。幼名は常太郎。明治二十年（一八八七）協和小学校卒。明治二十五年（一八九二）有隣義塾助教。明治三十年（一八九七）前山村貞祥寺にて住職から上京修行を薦められ、その後上京。小石川哲学館入学。日下部鳴鶴に師事。明治三十一年（一八九八）二松学舎に転学。渡辺沙鴎、久志本梅荘、若林快雪などと親交 明治三三 九〇〇 鴻と改名 雅号天来、別号画沙・大朴。明治三四（一九〇一）田中元子（小琴）と結婚 東京陸軍幼 校教授 明治三六年（一九〇三）陸軍助教。以降明治四五年まで。大正二年（一九一三）出雲にて書会開催。この時期 ら剛毛短鋒筆による用筆法研究始まる 大正 九 四 松田南溟との共同研究。大正四年（一九一五 東京高等師範学校習字科講師。大正五年（一九一六）内閣教育検定委員会臨時委員。鎌倉建長寺内正統庵 て古典研究に専念。大正六年（一九 七）母 協和小学校火災のため屏風百双会を開き売り上げの一部を寄付。日下部鳴鶴より、雑誌「書勢」 （大同書会）の経営を引き継ぐ。大正八年（一九 ）東京高等師範学校辞任。大正十年（一九二一） 「学書筌蹄・全二〇巻）刊行 大正十五年（ 九二六）二月、台湾遊歴。 月、朝鮮遊歴 昭和五 三〇 東京渋谷区代々木南山谷 書学院建設。 書道全集」 （平凡社）
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執筆。 「天来習作帖」 （雄山閣）発行。 「朝鮮書道菁華」刊行。昭和六年（一九三一） 「書道春秋」 ・ 「実用書道」発刊。 「修正古法帖選」刊行。昭和七年（一九三二 東京美術学校師範科習字科講師 鎌倉書学院建設。昭和九年（一九三四）羊毛筆使用による用筆法研究。昭和十年 一九三五）台湾遊歴。昭和十一年（一九三六）出雲遊歴。十 月大連遊歴。昭和十二年（一九三七）大日本書道院創立。帝国芸術院会員。第一回大日本書道院展開催。昭和十三年（一九三八）戊寅帖作品揮毫。万国博覧会顧問。 「天来翁書話」刊行・ 「天来先生戊寅帖」刊行。昭和十四年（一九三九）一月四日没。法号書学院殿大誉万象居士。数多くの門人を輩出している。
比田井天来は、 「天来翁書話」田中成軒編著、飯島書店復刻再販発行（昭和四十九年）の中に、 「古碑帖解題 　寶墨軒眞艸
千字文」というに記述が確認できるので以下に示す「古碑帖解題 　寶墨軒眞艸千字文其次は隋は智永といふ坊さんの書であります、智永といふ人は王羲之の七代の孫とか、九代の孫とか言ひまして、王羲之の血を引いた人で、三十年か四十年樓に上りづめ 居つた、降りて來たら書を頼に來る者がしつきりなしに續いて、文字通り踵を接する盛況であつて、入口の閾が、新し ても、新しくてもぢきに磨り切れてしまふ。そこで遂にで鐵で作つ やつと壊れぬ様にしたといふのであります。そこで鐵門限と云ふのであります。兎に角篤學な千字文を八百遍書いた いふ、其てそれを江東の諸寺に各々一本を施した ふ である。其の中の一本を長安の崔之が獲 石に西安の碑林に刻したものを中州本と云ふ。もう一本は と云ふのでね れは後のものゝやうですが、初學者の習ぶには、缺けていらぬだけでこの方が入り易いかも知れません。日本には中州本 ゝ が ます 王子製紙會社の重役、高島さんが最も好 のを持って居る、これは宋拓でありま 。
こゝに智永の千字文を習ふについて注意すべきことは、智永千字文は、智永といふ坊さんが字はなかくよく書いて居るけ
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れども、字學の事は餘り詳しくない、犬といふ字が左から書いてある、大といふ字も左から書く、犬といふ字を大といふ字に讀み損つたのは、智永の時代にもさうあつたがも知らない、犬といふ字は右からもつて來る、篆書でかう書く、伏すう字も、伏、からいつた場合は犬である。智永の千字文には大といふ字になつて居る、木という字がかう書いてある 木述と書けば正しいけれども、木は左から書かなければならぬ、述といふ字の篆書は、述、犬頭と同じことです、述と云ふ字は木に點を打つて居るが、もと 犬の様に書いた、木と書い差支ない様になりましたが 點を打つ、こちら もつて來な時に點を打つ、かういふ所を見ると字學の力のな つた人と思ふ。唐の時代の人にさういふ事 研究して書いた人は極めて少ない。 」
　という寶墨軒眞艸千字文に関する記述が確認できる。中州本と寶墨軒本を紹介した後、智永は字はなかなかよく書いてい
るけど、字学のことは余り詳しくな と例を挙げて指摘して る。
川谷尚亭（明治十九年・一八八六～昭和八年・一九三三） 。高知県出身。名は賢三郎。字大道。近藤雪竹に師事。雪竹門
下の麒麟児と嘱目される 大正五年（一九一六） 高坂高等女子学校の教諭。同七年（一九一八）上京、三菱造船会社に入社。在京中に日下部鳴鶴 丹羽海鶴、比田井天来らの薫陶 受ける。同十三年甲子書道会を設立 「書之研究」創刊。以後没するまでの八年間、書の研究と普及 精力的に取り組む。
尚亭先生の自著「書道史大観」甲子書道会発行（大正十五年）の中に、書家傳 　支那部陳（六朝）として釋智永を扱って
いるので以下に示す。「書道史大観書家傳 　支那部陳（六朝）陳釋智永（陳より隋にわたる。皇記一、 二五〇年頃）釋智永王氏會稽の人。右軍の七世の孫にして徽之の後 り。兄の孝賓とともに家を捨て道に入り俗に永禪師と號す。常に永欣寺に居り閣上書を臨す 遅く所の筆頭（禿筆 こと）は大竹簏に置く
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簏は一石餘を受く。五簏皆満つ。凡そ三十年閣上に眞草千字文八百餘本を臨し得て浙東の詣寺各々一本を施す。 （何延之蘭亭記）智永永欣寺に住す。人の來りて書を覓め併せて題額を請ふもの市の如し。居る所の戸限、穿穴を為し、及ち鐵葉を以つてつつみ謂つて鐵門限となす。又筆頭を取つて之を瘞め號して退筆塚と為す。自ずから銘誌を製す。 （尚書故實）智永遠く逸少を祖とし歴紀専精し、有道の風ある 尚び、半ば右軍の肉を得 兼て諸體をよくし、草に於て最も優る、章草草書妙に入り、隷書能に入る。 （断書）永字八法は崔、張、王傳授し用ふる所萬字にあたる。智永其の旨趣を發して虞世南に授く （翰林禁經）△その書眞草千字文 　キ田賦及淳化帖中 書あり。智楷（智 の兄亦草に工）
　と、智永のことを何延之蘭亭記、尚書故實、断書を引用し扱っている。
また、同「書道史大観」の中 行書の碑版法帖 　支那部 　隋として釋 扱っているので以下に示す。「書道史大観行書の碑版法帖 　支那部 　隋△釋智永智永は千字文八百本を江南の寺々に頒つたといふから散在したものが多数あるべきであるが傳はるものは少い。寶墨軒本、關中本及谷氏舊蔵眞蹟 が有名である。◎寶墨軒 千字文天地約八寸五分品の高い。精妙なものである。不用の筆は一寸も出していない。殆んど直筆で鋒が八面に出ているのが明に見える。温雅と
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のみ見るべきではなく用筆は仲々遒勁である。草書の如きは譬へやうのない圓満さ、力強さである。法鋒芒の拔露せると弾力に富 てゐるとは正法眼傳文字の禪の名を得た筈と思ふ。楷も力をなるべく隠しているが い。波は簡遠にして虞世南の出づる處である。◎關中本千字文天地約八寸巻首に、楷書の一行がある。 （何故にこの名があるか知らない。 ）全體の字勢が前者より多肉圓潤に出来ているのでこの方を稱する人もある。精拓に乏しい。◎谷氏舊蔵眞蹟本天地八寸これは楊守敬、日下部鳴鶴翁などは智永の別本とし 寶墨軒は謹厳にこれは縦逸に書いたものと言ひ、中村不折先生などは唐人の臨摸であまりよいものでないといつたやう 思ふ。又内藤湖南博士は種々の考證によつて右軍の書であるといつてゐる。私も或る 右軍のものではなゐかと思ふ。智永の書に似 智永が を精習したと考へれば了解が出来る。兎に角千文の真蹟であるから墨寶といふべきである こ 帖 ついはおてはおもしろい話がある。維新の頃（ 思ふ）京都の詩人で医者であつた江馬天江翁が一人の旅儈の病め を世話してゐたが遂に快復の望 ないやうになつた 旅儈は自ら命の迫つたのを知つて天馬翁に向ひ貴公には一方 らぬお世話になつたがドウも快復 望はむつ しとおもふ。御恩に対し何の御礼も出来ぬがこれは師匠から譲り受けたもので大切にせ といはれ ものである。取るに足らぬものか 知れぬがお禮の印に取つて下さいと渡し 呉れ 。果たして儈 間 く死んだが、天馬翁はこの書が大墨寶とは気づかずに時の詩友谷如意翁に見せた。如意翁は當時關西第一ともいはるる能書 ある。一見して神品に驚い のであるがさ 體にこれは一寸珍らしいものだね ドウダ貴公は書 方はあま や ぬ だから僕 譲らな か。何か僕 處のも と交換して よいがと
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の事に、それでは佩文韻府と代えて呉れないかといふ。 （當時詩人で佩文韻譜を持つてゐたものは天下に少なく、これを持つてゐると詩人の自慢であつた いふ） 。如意翁はそれでは換へてもよいと早速それと取りかへた。天江翁は佩文韻府を得てよろこんだのであるが間もなく、如意氏蔵の千文が智永の真蹟であるといふことになつて評判になつた。 江翁は大いに残念がつて谷君に一ぱいやられたといつたとのことである。 （この話は誤つた處があるかもしれぬ。 ）
と、釋智永を扱っている。寶墨軒本、關中本、谷氏舊蔵眞蹟本の三種をそれぞれに纏わるエピソードを交え紹介している。
寶墨軒本については、品が高く精妙 、草書は圓満で力強いと評している。また、 「書道講習録」川谷賢編輯、甲子書道會発行（大正十五年七月）の中に、草書の碑版法帖（一）で章帝の書の紹介に千字文の一節としているので 以下に示す。「書道講習録 　草書上巻草書の碑版法帖（ ）漢代のも章帝の書（後漢建初の頃 　約一、 八五〇年前）章帝は章草を作ったともいはれ（史游が作 たといふが普通に はれてゐる）る位 章草に妙であつたと思ひます。これは千字文の一節でありますがこ 千文は梁の周興嗣が作つたといふから章帝が書く筈はないと思ひますが章帝の書として傅へてゐるには相當の根據があるかとおもひます。 」
　と、千字文の一節であるが、千文は梁の周興嗣が作っことから章帝が書く筈はないが、章帝の書として伝えているには相
當の根據があ としている。また、書家略伝に陳智永を扱っているので以下に示す。「書家略伝
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陳智永（約一三五〇年前）釋の は右軍の七世の孫にして徽之の後なり。兄の孝賓とともに家を捨て道に入り俗に永禪師と號す。常に永欣寺に居り閣上書を臨す。遅く所の筆頭（禿筆のこと）は大竹簏に置く簏は一石餘を受く。五簏皆満つ。凡そ三十年閣上に眞草千字文八百餘本を臨し得て浙東 詣寺各々一本を施す。 （何延之蘭亭記） 」
　と、何延之蘭亭記を引用し智永を紹介している。
また、 「書道講習録」川谷賢編輯、甲子書道會発行（大正十五年八月）の中に、草書の碑版法帖（二）で智 千字文を扱っているので、以下に示す。「書道講習録 　草書下巻草書の碑版法帖（二）智永千字文陳、隋のものこの間草書は智永が代表してゐます。千字文といふのは鋒芒が明で有名でありま 左に掲げるも は智永の眞蹟ともいひ、（楊守敬）唐人の臨書ともいひ又内藤湘南博士は王義之の書ともぶものであります。いづれもよ 　雅な圓滿な中にハチ切れる力のあるものと思ひます。智永の千字文は八百本を江南の寺々に頒つたといひますので今に傳つてゐ 智永千字も多種類あります。寶墨軒く似たもので前者は謹、後者 少しく縱、用筆 正しいもの あり 。楷草二體千字文といふものはこの他にありますまい。 」
　と、千字文の価値についてその重要性を説いておられる。
挿図・８の「川谷尚亭書行草千字文」の写真版は、 「書の研究・第八巻・第一號（第八十合號） 」甲子書道會発行（昭和六
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年）から掲載した。尚亭は、自ら発行した「書之研究・ （大正十三年） 」発行の第七巻・第十一號（第七十八號・十一月號）昭和五年十一月発行から第八巻・第二號（第八十一號・二月號）昭和六年二月発行までの合計四ヶ月に亘って、千字文書き出しの天地玄黄から豈敢毀傷までの一六〇文字を行書と草書の二体が並列した形式で掲載している。尚亭先生四十代半ばに書かれたものと考え れる。尚亭は、この行草千 文を細字ではあるが鋒を遅い位に練るように運びごく自然な姿を醸し出している。結論「寶墨軒本智永草書千字文」の一文字ひと文字の筆意考証を実践臨書を通じおこなってきた訳であるが、筆の閉じ開きがはっきりしており、その中にも筆意が通貫していることが確認できた。平面と立体、こ つの動きをもって形となり書となってくると考える。それぞれの文字 中身の構造とその受け応えが重要で、平面上の動きだけでは形にならない（臨書なら い）ことが確かめられた。また近代大家の臨書を検証して、 「千字文」という同一対象において、大家の別々の世界を学ぶことができた。付記○挿図・４「智永千字文・ （寶墨軒本） 」 （４）の写真版は、 「寶墨軒智永千字文（晩翠軒発行） 」 （大正七年）より掲載。○挿図・５「智永千字文・ （寶墨軒本）文字比較表」 （１） 「寶墨軒智永千字文（晩翠軒発行） （大正七年）より掲載。○挿図・６「智永千字文・ （寶墨軒本 連綿箇所比較表」 （１） 「寶墨軒智永千字文」晩翠軒発行（大正七年）より掲載。○挿図・７「日下部鳴鶴書三體千字文」の写真版は、 「三體千字文」田中宋栄堂発行（昭和三年）より掲載○挿図・８「川谷尚亭書行草 」の写真版 、 「書の研究・第八巻・第一號（第八十合號） 」甲子書道會発行（昭和六年）より掲載。参考文献書道全集（平凡社） 、書道基本名品集（雄山閣） 、中国書道事典（雄山閣） 、中国書道辞典 木耳社） 、中国書道文化辞典（柳原出版） 、文物（文物出版社） 、中国書法
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編集組編（文物出版社） 、金石文考略（台湾商務印書館） 、寶墨軒智永千字文（晩翠軒） 、中国法書ガイド（二玄社） 、中国書論大系（二玄社） 、書跡名品叢刊（二玄社） 、宝墨軒本千字文（玉川堂） 、墨・法帖名拓選（芸術新聞社刊 千字文字典（東京堂出版） 、修美（修美社） 、若き空海の実像（大法輪閣） 、書宗院報（書宗院） 、書宗院研究会報（書宗院研究会） 、書品（東洋書道協会） 、三體千字文（田中宋栄堂） 、鶴翁書翰（澄映堂） 、八稜研齋随録（日本書道教育学会 真跡論書三十首（日本書道教育学会） 、鳴鶴学書要録（日本書道教育学会） 、鳴鶴先生叢話（昭文堂） 、書訣（文會堂書店、天来翁書話（飯島書店） 、書之研究（甲子書道会） 、書道史大観（甲子書道会） 、書道講習録 甲子書道會） 、テキストシリーズ（天来書院） 、これだけは学びたい の古典・行草編 天来 院 。英文タイトル“R
esearch of 智永草書千字文
” （Ⅱ）
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挿図・４「智永千字文・ （寶墨軒本） 」 （４）
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一四六
挿図・５「智永千字文・（寶墨軒本）文字比較表」（１）
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一四七
挿図・６「智永千字文・（寶墨軒本）連綿箇所比較」（１）
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一四八
挿図・７「日下部鳴鶴書三體千字文」
「三體千字文」田中宋栄堂発行より掲載
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挿図・８「川谷尚亭書行草千字文」
「書の研究・第八巻・第一號（第八十合號） 」甲子書道會発行より掲載
